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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
政
府
保
証
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
八
月
二
日
受
領

答
弁
第
一
六
五
号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
政
府
保
証
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
度
末
に
お
い
て
政
府
保
証
が
付
い
て
い
な
い
民
間
か
ら
の
融
資
を
受
け
て
い
る
特
殊
法
人
に
つ
い
て
、
お
尋

ね
の
融
資
残
高
総
額
と
民
間
法
人
名
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

各
金
融
機
関
は
、
債
務
者
の
信
用
リ
ス
ク
の
程
度
に
応
じ
て
債
務
者
の
格
付
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
き
債
務
者
区
分
を
行

き

っ
た
上
で
、
回
収
の
危
険
性
又
は
価
値
の
毀
損
の
危
険
性
の
度
合
い
に
応
じ
て
、
債
権
の
分
類
を
行
う
が
、
政
府
出
資
法
人

に
対
す
る
債
権
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
債
務
者
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
回
収
の
危
険
性
又
は
価
値
の
毀
損
の
危
険
性
に
つ

い
て
問
題
の
な
い
資
産
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
一
分
類
の
資
産
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
金
融
機

関
の
自
己
査
定
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
金
融
機
関
や
債
務
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
実

際
の
自
己
査
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
民
間
法
人
の
名
称
と
融
資
残
高
総
計
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

一



一
の
�
に
つ
い
て

金
融
庁
は
、
現
状
に
お
い
て
、
政
府
出
資
法
人
に
対
す
る
融
資
は
、
そ
の
回
収
に
つ
い
て
通
常
の
度
合
い
を
超
え
る
危
険

を
含
む
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

金
融
庁
は
、
お
尋
ね
の
融
資
に
政
府
の
保
証
が
付
さ
れ
て
い
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
各
金
融
機
関
は
、
政
府
出
資
法
人
に
対
す
る
債
権
は
、
原
則
と
し
て
、
一
分
類
の

資
産
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
各
金
融
機
関
が
、
現
状
に
お
い
て
、
政
府
出
資
法
人
に
対

す
る
融
資
が
そ
の
回
収
に
つ
い
て
通
常
の
度
合
い
を
超
え
る
危
険
を
含
む
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
融
資
に
は
、
政
府
の
保
証
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。

政
府
は
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
、
特
殊
法
人
に
対
し
、
所
管
官
庁
に
よ
る
適
切
な
監
督
を
行
う
と
と

も
に
、
補
助
金
、
補
給
金
等
を
措
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
殊
法
人
の
財
務
の
健
全
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

二



る
。
仮
に
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
点
で
、
そ
の
特
殊
法
人
の
設
置
目
的
、

業
務
の
実
態
等
を
踏
ま
え
て
、
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

二
に
つ
い
て

財
投
機
関
債
と
は
、
特
殊
法
人
等
が
民
間
金
融
市
場
に
お
い
て
発
行
す
る
政
府
の
保
証
の
な
い
公
募
債
券
を
い
う
の
で
、

財
投
機
関
債
に
は
、
政
府
の
保
証
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
が
民
間
か
ら
受
け
る
融
資
を
含
め
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
等
か
ら
の
外
資
の
受
入
に

関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
政
府
の
保
証
が

付
さ
れ
た
外
貨
債
を
除
き
、
政
府
の
保
証
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
債
に
関
し
て
は
、
許
可
制
度
の
下
で
、
地
方
財
政
計
画
の
策
定
及
び
地
方
交
付
税
の
算
定
を
通
じ

て
、
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
公
債
費
負
担
が
一
定
限
度
を
超
え
た
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
起
債
制
限
制
度
、
赤
字
が
一
定
限
度
を
超
え
た
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
政
再
建
制
度
等
を
設
け
て

お
り
、
返
済
不
能
に
な
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三



四



五



六



七



八



九



一
〇



一
一



一
二



一
三



一
四



一
五



一
六



一
七



一
八



一
九



二
〇



二
一



二
二


